
「話すこと・聞くこと」領域における
評価の研究

平成18・19年度学力の把握に関する研究指定校事業

福井県立若狭高等学校

教諭 渡邉久暢

平成２０年２月１４日 於 砂防会館



小浜から「頑張れオバマ」

若狭おばま観光協会



NHK 朝の連ドラ「ちりとてちん」にて

若狭高校の制服を着たヒロイン。

徒然亭「若狭」と名乗っている。



調査研究のねらい

話すこと・聞くこと」領域における

評価の規準と方法を開発すること



本研究の結論

• 「話す・聞く」領域だからこそ、

ノートに残された

「学習の蓄積」を元に、

学習過程も評価していこう。



簡素で
効率的な
評価を持続



平成１８年度 調査研究のねらい

• 学習指導要領に示された「国語総合」における内容項目

「様々な問題について

自分の考えを持ち，筋道を
立てて意見を述べること」

に関する，評価の規準と方法を検討すること



平成１８年度 話すこと聞くこと領域 「国語総合」（１年生)
「様々な問題について自分の考えを持ち，筋道を立てて意見を述べること」

①「ノート」記述をもとに、

学習過程を評価する。

②学習成果(パフォーマン
ス)を評価する。



意欲の高まり

知識理解の
深まり

能力の高まり



学習成果を評価



課題
細かい評価基準表を作るのは、

大変な作業・・・

5 4 3 2 1

ア 主張と根拠

主張を支えるための根拠が、具
体的な体験や様々な情報に基
づいて、多様な観点から示され
る。

主張を支えるための根拠が、
多様な観点から示される。

主張を支える根拠が示される。
根拠は示されるが、示さ
れた根拠が主張を支え
ていない。

主張を支える根拠が全く
示されない。

イ 構成と話し方
発表内容の構成や話し方を、工
夫したことによる、大きな成果が
ある。

発表内容の構成や話し方を
工夫したことによる成果があ
る。

発表内容の構成や話し方を工
夫している。

発表内容の構成や話し
方を工夫しようとしたこと
はわかる。

発表内容の構成や話し
方を工夫したことがわか
らない。

ウ チームワーク
チーム全体による入念な準備を
のもと、熱心に取り組んだことを
示す大きな成果がある。

チーム全体による入念な準
備のもと、熱心に取り組んだ
ことを示す成果がある。

チーム全体による準備のもと、
取り組んでいる。

チーム全体で取り組もう
としたことはわかる。

チーム全体で取り組もう
としたことがわからない。

エ 補助資料
視覚的な補助資料を効果的に
主張と関連させて用いながら発
表する。

視覚的な補助資料を、主張
と関連させて用いながら発表
する。

視覚的な補助資料を用いなが
ら発表する。

視覚的な補助資料を準
備はしているが、それを
ほとんど用いない。

視覚的な補助資料は、
特に準備していない

オ 質問への返答
聞き手の質問の意図に沿った返
答を、具体的かつ適切に行う。

聞き手の質問の意図に沿っ
た返答を適切に行う。

聞き手からの質間に返答する。

聞き手からの質問には、
「はい、いいえ」「わかり
ません」などの基本的な
返答しか返ってこない。

聞き手からの質問に対し
て、全く返答しない。



18年度の研究成果と課題

• 学習過程をノートにより評価するのは◎

• 学習成果の評価も必要かつ有効○

• 評価基準表の作成は × ・・・多大な労力

↓

簡素で効率的な評価を継続
させることが重要



平成１９年度 調査研究のねらい

• 学習指導要領に示された「現代文」における内容の（オ）

「目的や課題に応じて

様々な情報を収集し活用して，
進んで表現すること」

に関する，評価の規準と方法を検討すること



「現代文」において
「話す・聞く」能力を

どう育て、どう評価する
かを明らかにする

研究の意義



評価の改善は授業の改善

良い評価方法の開発は、

良い授業につながっていく。



現代文で話す聞く？？？



現行学習指導要領に示された「現代文」における内容の（オ）
「目的や課題に応じて様々な情報を収集し活用して，

進んで表現すること」とは？

学習指導要領の内容項目 オ は、
「現代文」が必ずしも読解指導に限定されていない

ことを示している。

情報の収集と活用の能力の育成と共に、
表現指導を取り入れることが求められている。

したがって、「話すこと・聞くこと」「書くこと」の学習が、
一定の学習目標として要求されている。

２００５ 田中孝一

『高等学校・新教育課程の授業と評価 国語』



本研究の結論

• 「話す・聞く」領域だからこそ、

ノートに残された

「学習の蓄積」を元に、

学習過程も評価していこう。

ノートに学習の足跡が残るような授業をしましょう



簡素で
効率的な
評価を持続



評価を行うための3ステップ

① 単元の評価規準作成

② 年間指導計画への位置づけ

③ 各時間の評価規準の作成



① 単元の評価規準の作成

具体的にどんな力をどうつけるのか

つけたい力を、明らかにする作業

簡素な評価規準で、効率的に評価を



①収集した様々な情報を，自分にとって利用し
やすい形や内容に整理し、役立てている。

②聞き手からの反論を予想した上で、自らの

考えを音声言語にて論理的に表現している。

web上の記事・新聞記事など

複眼的思考力

適切な根拠を伴った主張話す・聞く能力

「目的や課題に応じて様々な情報を収集し活用して，
進んで表現すること」



読解力に関する、高校生の課題
2007 平成17年度高等学校教育課程実施状況調査

理由や根拠をもとに記述する問題や、
文章を読んで自分の考えを記述する問題で

無解答率が高い

・根拠や証拠を踏まえた論理的表現力を育成する

・伝え合う力を身に付けさせる

2007 教育課程実施状況調査結果を踏まえた指導上の改善点



国語科改善の基本方針

• 特に、言葉を通して的確に理解し、

論理的に思考し表現する能力、

互いの立場や考えを尊重して

言葉で伝え合う能力を育成すること

平成２０年１月１７日 中央教育審議会
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善について」(答申)７４Pより



次期学習指導要領 「現代文Ｂ」の内容

• 「現代文Ｂ」は、（中略）、話すこと・聞くこと、書く
こと及び読むことの言語活動を通して、読む能
力のみならず、読んだことをもとにして考え、判
断・評価しそれをまとめて論理的に表現する能
力を育成するとともに、文字・活字文化に対する
理解が深まるようにする。

平成２０年１月１７日 中央教育審議会
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善について」(答申)７８ｐより

次期学習指導要領「現代文B」においても、論
理的な表現力の育成が重視される



①収集した様々な情報を，自分にとって利用し
やすい形や内容に整理し、役立てている。

②聞き手からの反論を予想した上で、自らの

考えを音声言語にて論理的に表現している。

web上の記事・新聞記事など

複眼的思考力

適切な根拠を伴った主張話す・聞く能力

「目的や課題に応じて様々な情報を収集し活用して，
進んで表現すること」

習得した知識を活用・探求しているかどうかを評価する規準



② 年間指導計画上の位置づけ

いつ、どんな力をつけるかを、明らかにする作業

1単元１評価規準(簡素)で、効率的に評価を



若狭高校 現代文(2年) 年間指導計画

ａ：関心意欲態度 ｂ：話す・聞く能力 ｃ：書く能力 ｄ：読む能力 ｅ：知識・理解

時期 教材 評価の規準 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

4月
考 え る 楽 し み
（評論）

・哲学に関する筆者の主張を読み取って
いる

○ ◎ ○

6月
山月記(小説) ・「李徴はなぜ虎になったのか」を，読

み取っている
○ ◎ ○

6月
7月

道具と文化
(評論)

・「道具と文化」に関する筆者の主張に
対して，具体的な論拠を明確にした上で
意見文を書いている

○ ◎ ○

9月
個性神話のパラ
ドックス(評論)

・個人の生き方や価値観について，自分
なりの考えを深め，意見文を書いている

○ ◎ 　 ○

10月
学力テストの
是非(新聞記事)

・学力テストの是非に関する様々な情報
を収集し，活用して，進んで口頭で表現
する。

○ ◎ 　 　 ○

11月
こころ(小説) ・「なぜＫは自殺したのか」を読み取っ

ている。
○ ◎ ○

1月
想像としての
現実(評論)

・現実と想像力との関係を，読み取って
いる。

○ ◎ ○

2月
誘惑する情報
(評論)

・自分と情報との関係について、意見文
を書いている。

○ ◎ 　 ○



学年

領域

内容
項目

単元

題材

関心・意
欲・態度

様々な情報を収集し活用した上
で，進んで表現しようとしてい
る。

話す・
聞く能力

①収集した様々な情報を，自分
にとって利用しやすい形や内容
に 整理し，役立てている。

②聞き手からの反論を予想した
上で，自らの考えを音声言語に
て 論理的に表現している。

知識・
理解

音声言語にて表現する際に必要
な様々な工夫を理解している。

評
価
の
観
点

第2学年　理数科(34人)

現代文「話すこと・聞くこと」領域

オ　目的や課題に応じて様々な情報を収
集し活用して，進んで表現すること

「全国一斉学力調査は是か非か」

平成19年度　岩手大学　人文社会学部
「国語」　入試問題　（朝日新聞4月21日
付記事「全国学力調査40年ぶり実施へ」
を改変して作られた問題）

今
回
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
新
聞
記
事
の
一
部

調査研究の対象



③ 各時間の評価規準を作成

• 各時間の評価規準をもとに、
授業案を考える。

• 各時間の規準はとにかく、

簡素に



評価に必要な3つのステップ

① 単元の評価規準作成

② 年間指導計画への

位置づけ

③ 各時間の評価規準の

作成

ここまでは、シラバス作成の段階で



評価の方法
• 学習過程全体を、

①行動の観察

②ノート記述の分析

によって評価する。

さらに

③定期考査にて、

「話し言葉で書かれた意見文」を評価する。

（学習成果の評価）

学習プロセス全体を、
評価規準に基づいて評価する。

定期考査における
パフォーマンスを、

評価規準に基づいて評価する。



評価の実際



第２時における生徒のノート記述

反論の型・
方法を習得



第２時における生徒のノート記述

音読された
賛成派の
スピーチを
整理して
図示

読まれた意見に対

する反論を

付箋に記した上で、

相手の意見の

どこに反論するかを

矢印を使って

図示している

本時の評価規準
反対派の意見を再構成して

図に示している



現状分析

日本の教育は一人ひとりの子どもに学力
がついているかをあまり考えていない。

プラン

学力調査を全数調査で行う

発生過程

学力調査を行う

具体的な数値として結果を出す

国が自らを反省するデータが集まる

細かな分析・国が対策

データを生かす学校増

メリット

基礎学力の保証・向上

重要性

日本の未来を担う人材の育成

全数調査でなく
ても抽出調査で

十分

きめ細かな調査
は自治体の方が
実態に合ったも
のができる

自治体・学校が
序列化される

量的にも質的にも高いレベル。

Aと判断

Aの生徒に対しては、
次の時間において、
ノート記述の良い点を

クラスメートに紹介すると共に、

周りの生徒を支援するよう促
す。



量的には少ないが、

質的に高い反論を

作成して図示している

ことからBと判断

本時の評価規準
反対派の意見を再構成して

図に示している

抽出調査ではあるが、

現在も国や自治体の学力テスト
は行われている。

（対策を立てるのならこれらの
データで十分である）

「自ら学ぶ力」がつかない。

（学校が競い合い、正答率を上
げる教育が進む）

Bの生徒に対しては、
他者のノートを参考に、

より高いレベルを
目指すよう促す



Cの生徒に対しては、
次の時間において、

必ず他の生徒のノートを
参照するよう促すと共に、

授業中に注視し、
活動がうまくいっていないようならば、

積極的に支援する。

本時の評価規準
反対派の意見を再構成して

図に示している

量的に少なく、

質的にもそれほど高い反論を

作成していない。

しかも、どの部分に反論してい

るのかわからず、図示している

とは言えないことからCと判断

すでに国・自治
体で調査があり

必要ない

自治体・学校の
序列化



第３時における生徒のノート記述

前時に作った
反論に対する
再反論を作成

Cと評価した生徒

他者のノートを参考に
することにより、赤い付

箋が3枚増えた。



付箋を元にした
反論ゲームの場面

ノートに貼った赤の付箋・青の付箋
を元に、隣同士で反論ゲームを行う





今週のふりかえり
たのしーかった。

紙に書いてるときは、
「よっしゃイイのでた！！」って

思うけど、
実際口でしゃべると、

「あらっ？」ってつぶされたり
とまどったりするので、

あせった。

コウカ的なはんろん作成のため

・みんなできちんと話し合う。
自分だけの頭じゃ
気づかんこともあるし

・相手の立論をしっかり理解
・さまざまな視点からみる



今週のふりかえり

私はいっつも、周りにめっちゃ流されて意見とかゆわれても「そやなぁ」と
思って自分の意見をあまりぶつけたことがなかったけど、必死で反論を考える
ことで、相手の主張とかが、めっちゃつかまえやすくなったり、深い部分まで
読んだり、聞いたりできることをすごく感じた。
意見文とかでも同じで、自分の書いたことに反論することで、新たな意見が
生まれたり、反論されないような意見文を書けるなぁと思った。



意欲の高まり

知識理解の
深まり

能力の高まり

自らの学習を
メタ認知

↓
探求の段階



中間考査 試験問題として出題

ここに書かれた
ものを

「学習成果」として、
評価する





文
章
作
成
の
条
件

採
点
規
準

小学校・中学校の学力調査

B問題を参考に作成

活用する力を
評価したい



そして
テストで終わりではない

解答を使って

学習を深める！！



試
験
中
に
書
い
た

答
案
の
コ
ピ
ー

評
価
規
準
に
沿
っ
て
、

自
己
評
価
を
行
う
。

他
者
か
ら
の
評
価
と

コ
メ
ン
ト

他
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を

読
ん
で
考
え
た
こ
と

今
後
ど
う
す
れ
ば

よ
り
良
く
な
る
か
。

第６時に
おける
生徒の
ノート
記述



評価規準に沿って、
自己評価を行う。

第６時に
おける
生徒の
ノート
記述

試験中に書いた

答案のコピー

他者からのコメントを
読んで考えたこと

今後どうすれば
より良くなるか。

他者からの評価とコメント



自らの学習に対するメタ認知

意欲の高まり

知識理解の
深まり

能力の高まり

自らの学習を
メタ認知

↓
探求の段階



本研究の結論

• 「話す・聞く」領域だからこそ、

ノートに残された

「学習の蓄積」を元に、

学習過程も評価していこう。

ノートに学習の足跡が残るような授業をしましょう



簡素で
効率的な
評価を持続



学校行事でのスピーチ
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